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今 月 の ペ ー ジ

 　  　 は

     の
実現を目指

します！

A dolescent 思春期保健の推進

A bortion 人工妊娠中絶の防止

A ccess

A dvocacy 啓発・提言活動

A IDS STD及びHIV/エイズの予防

どこでも誰もがサー
ビスを受けられる

①

②

③

④

⑤
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　「
平
成
25
年
版
厚
生
労

働
白
書
」
が
９
月
10
日
、

閣
議
で
報
告
さ
れ
た
。
今

年
の
白
書
で
は
、
初
め
て

「
若
者
」
が
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　白
書
で
は
「
若
者
は
、

理
想
と
し
て
は
子
ど
も
を

２
〜
３
人
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
る
者
が
多
く
、
20

歳
代
に
第
１
子
を
産
み
た

い
と
考
え
て
い
る
者
が
多

い
」
が
、
現
実
に
は
経
済

的
な
負
担
か
ら
希
望
を
実

現
で
き
な
い
状
況
が
み
ら

れ
る
と
報
告
。
理
想
の
子

ど
も
数
の
実
現
の
た
め
に

は
、
子
育
て
世
代
の
収
入

増
加
が
必
要
だ
と
し
た
。

　ま
た
晩
産
化
の
影
響
に

よ
り
、
結
果
的
に
希
望
の

子
ど
も
数
を
実
現
で
き
な

い
状
況
も
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
加
齢
に
伴
う
出
産

リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で

の
人
生
設
計
や
、
出
産
と

子
育
て
に
関
す
る
企
業
側

の
理
解
の
必
要
性
も
指

摘
。さ
ら
に
男
性
の
家
事
・

育
児
へ
の
参
加
、
夫
婦
の

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
も
必
要
だ
と
し
た
。

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

　被
表
彰
者 

2面

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
⑧

3面

社
会
が
求
め
る
健
康
経
営

4～
5面

産
業
看
護
の
半
世
紀
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
⑩

6面

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ
　Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
と

 

感
染
予
防
効
果
／
性
暴
力
と
殺
害
被
害
女
性

7面

避
妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
リ
レ
ー
ト
ー
ク
43

8面

（４～５面） （３面）

平成25年版 厚生労働白書

「若者」がテーマに

　平
成
25
年
度
健
や
か
親
子

21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）
が
、
こ

の
た
び
山
形
県
山
形
市
に
お

い
て
、
「
み
ん
な
が
子
育
て

応
援
団
〜
健
や
か
な
妊
娠
・

出
産
、
す
く
す
く
子
育
て

〜
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
日

頃
、
「
健
や
か
親
子
21
」
、

母
子
保
健
・
家
族
計
画
の
推

進
に
指
導
的
立
場
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の

方
々
が
一
同
に
参
集
さ
れ
、

大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す

こ
と
に
対
し
て
主
催
団
体
と

し
て
誠
に
あ
り
が
た
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　本
大
会
は
東
日
本
大
震
災

以
降
、
初
め
て
東
北
で
開
催

さ
れ
る
大
会
で
も
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
の
多
い
中

「
全
国
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
社
会
を
実
現
す
る
」
こ

と
を
運
動
目
標
と
し
て
、
相

談
・
診
療
事
業
、
調
査
研

究
、
指
導
者
の
養
成
、
各
種

健
康
教
育
資
材
の
開
発
と
頒

布
、
国
際
協
力
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
発
足
当

初
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５

年
）
に
は
人
工
妊
娠
中
絶
届

出
件
数
が
１
１
７
万
件
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
23
年
度

（
２
０
１
１
年
度
）
に
は
20

万
件
と
な
る
な
ど
、
ま
さ
に

隔
世
の
感
が
ご
ざ
い
ま
す
。

女
性
15
％
が
中
絶
経
験

　そ
の
一
方
で
、
平
成
24
年

（
２
０
１
２
年
）
に
本
会
が

実
施
し
た
「
第
６
回
男
女
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
調

査
」
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の

人
工
妊
娠
中
絶
実
施
件
数
な

ら
び
に
実
施
率
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
生
殖
可

能
年
齢
女
性
の
約
15
％
が
中

絶
を
経
験
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
中
絶
を
繰
り
返
す
割

合
が
36
％
と
高
率
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
中
絶
を
経
験
し

た
女
性
の
「
胎
児
に
対
し
て

申
し
訳
な
い
気
持
ち
」
「
自

分
を
責
め
る
気
持
ち
」
が
70

％
近
く
に
も
及
ん
で
い
る
と

い
う
現
実
を
ど
う
考
え
る

か
、
女
性
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
と
し
て
無
視
で
き
な
い

問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
本
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
家
族
計
画
・
避
妊
指
導

の
手
を
決
し
て
緩
め
る
こ
と

な
く
、
女
性
が
主
体
的
に
取

り
組
め
る
効
果
の
高
い
避
妊

法
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
も
家
族
計
画
を
推
進

　平
成
24
年
（
２
０
１
２

年
）
11
月
14
日
に
、
国
連
人

口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が

世
界
に
向
け
て
発
表
し
た
世

界
人
口
白
書
「
偶
然
に
委
ね

ず
、
自
ら
選
ぶ

　家
族
計

画
、
人
権
、
そ
し
て
開
発
」

の
中
で
は
、
家
族
計
画
を
人

権
と
開
発
の
た
め
の
重
要
な

要
素
と
位
置
付
け
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
白
書
で
は
女

性
は
出
産
す
る
子
ど
も
の
数

や
間
隔
な
ど
、
自
ら
計
画
的

に
決
め
る
権
利
を
持
っ
て
お

り
、
こ
の
権
利
は
基
本
的
人

権
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方

は
、
本
会
の
設
立
理
念
と
相

通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
私
た

ち
は
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
、
今
後
と
も
事
業
の
推
進

に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。　本

大
会
の
開
催
に
当
た

り
、
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ま
方

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
１
日
目
（
10
月
16
日
）

　母
子
保
健
関
係
者
研
究

集
会
、
愛
育
班
等
組
織
支

援
担
当
者
会
議

◎
２
日
目
（
10
月
17
日
）

　式
典
、
特
別
講
演
「
ぼ

く
の
絵
本
の
窓
か
ら
」
荒

井
良
二
、
母
子
保
健
推
進

員
等
及
び
母
子
保
健
関
係

者
全
国
集
会

◎
３
日
目
（
10
月
18
日
）

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域

の
力
を
活
か
し
て
、
み
ん

な
が
子
育
て
応
援
団
〜
訪

問
型
子
育
て
支
援
か
ら
考

え
よ
う
〜
」
、
基
調
講
演

「
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支

援
〜
地
域
の
力
を
活
か
し

た
子
育
て
支
援
〜
」
西
郷

泰
之
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
家
族
計
画
研

究
集
会

◆
家
族
計
画
研
究
集
会

（
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）

〔
主
催
〕
本
会

〔
日
時
〕
10
月
18
日
㈮
12

時
30
分
〜
14
時
30
分

〔
会
場
〕
山
形
テ
ル
サ

〔
主
な
内
容
〕
「
い
つ
か

子
ど
も
が
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
へ
」
北
村

邦
夫
、
「
哺
乳
類
と
し
て

の
妊
娠
適
齢
期
〜
卵
子
の

老
化
〜
」
杉
浦
真
弓
、

「
妊
娠
・
出
産
に
は
適
齢

期
が
あ
る
〜
い
つ
、
誰

に
、
ど
う
伝
え
る
か
〜
」

井
上
聡
子

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
問
合
せ
・
参
加
申
込
〕

本
会
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
申
込

可
能
）

　さ
て
、
私
ど

も
一
般
社
団
法

人
日
本
家
族
計

画
協
会
は
、
昭

和
29
年
（
１
９

５
４
年
）
４
月

に
家
族
計
画
・

母
子
保
健
の
民

間
啓
発
団
体
と

し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
本
年

で
59
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま

す
。
本
会
は

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
到
な

ご
準
備
を
い
た
だ
き
ま
し
た

地
元
山
形
県
、
山
形
市
を
は

じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力

に
対
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意

と
謝
意
を
表
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
た
び
晴
れ
の
表
彰

を
お
受
け
に
な
る
皆
さ
ま
方

は
、
日
頃
、
こ
の
分
野
に
お

い
て
多
大
な
ご
努
力
を
賜
っ

た
方
々
で
あ
り
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

59
年
目
を
迎
え
て

平
成
25
年
度

健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）

第
６
回

みんなが子育て応援団～健やかな妊娠・出産、すくすく子育て～

全
国
大
会
に
よ
せ
て本

会
会
長

　近

　泰
男

開催日
10/16 ㈬
～ 10/18 ㈮
会　場

山形テルサ

主な日程

震
災
後
初
の
東
北
開
催

近会長
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　あ
な
た
の
健
康
を
気
に
し
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
だ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
家
族

だ
け
で
も
な
い
。
今
や
国
が
、
地
域
が
、
会
社
が
、
あ
な
た
の
健
康
を
気
遣
っ
て
い

る
―
―
。
社
員
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
「
健
康
経
営
」
が
今
、
注
目

を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
員
の
健
康
が
企
業
の
生
産
性
を
高
め
、
収
益
性
の
高

い
企
業
を
つ
く
る
、
と
い
う
考
え
方
だ
。
ま
た
社
員
の
健
康
に
投
資
す
る
こ
と
で
、

逆
に
医
療
費
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。
も
は

や
企
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
健
康
経
営
の
今
と
、
こ
れ
か
ら
を
ご
紹
介
し
た
い
。

※
「
健
康
経
営
」
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す

　ま
ず
は
日
本
全
体
と
し

て
、
個
人
の
健
康
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
安
倍
政
権
が
６

月
に
掲
げ
た
「
日
本
再
興
戦

略
」
で
は
、
戦
略
市
場
創

造
プ
ラ
ン
の
柱
の
一
つ
と
し

て
「
国
民
の
『
健
康
寿
命
』

の
延
伸
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
健
康
寿
命
と
は
、
国
民

の
平
均
余
命
か
ら
平
均
介
護

期
間
を
引
い
た
期
間
。
言
い

換
え
れ
ば
、
介
護
を
受
け
ず

に
最
後
ま
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ

を
受
け
て
厚
生
労
働
省
は
８

月
、
団
塊
世
代
の
全
て
が
70

歳
を
超
え
る
２
０
２
５
年
に

向
け
、
①
高
齢
者
の
介
護
予

防
等
の
推
進
②
現
役
世
代
か

ら
の
健
康
づ
く
り
対
策
の
推

進
③
医
療
資
源
の
有
効
活
用

に
向
け
た
取
組
の
推
進
―
を

行
い
、
５
兆
円
規
模
の
医
療

費
・
介
護
費
の
効
果
額
を
目

標
と
す
る
と
公
表
し
た
。

　具
体
的
な
動
き
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
出
て
い
る
。
例

え
ば
、
こ
の
６
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
「
日
本
人
の
長
寿

を
支
え
る
『
健
康
な
食
事
』

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
。
こ
の
会
で
は
、
食
事

を
健
康
寿
命
延
伸
の
基
盤
と

捉
え
、
日
本
人
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
食
事
が
「
健
康
な

食
事
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
栄
養
面
だ
け
で
食
事
を

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
食
文

化
や
生
産
流
通
な
ど
も
考
慮

に
入
れ
て
い
る
た
め
、
会
に

は
ロ
ー
ソ
ン
や
タ
ニ
タ
、
パ

ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
多
領
域

の
専
門
家
や
実
務
者
が
参
加

し
て
い
る
。
国
家
レ
ベ
ル
で

の
医
食
同
源
の
実
践
だ
。

　ま
た
、
こ
の
９
月
か
ら
は

厚
生
労
働
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
「
健
康
づ
く
り
推
進
本

部
」
が
設
置
さ
れ
、
一
大
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。

　今
後
の
動
き
と
し
て
は
、

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
仮

称
）
」
も
大
き
い
。
国
は
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
全
て
の

医
療
保
険
者
に
対
し
、
加
入

者
の
受
診
記
録
（
レ
セ
プ

ト
）
等
の
デ
ー
タ
分
析
、
そ

れ
に
基
づ
く
加
入
者
の
健
康

保
持
・
増
進
の
た
め
の
事
業

計
画
を
策
定
し
、
実
施
・
評

価
を
行
う
よ
う
求
め
て
い

る
。
職
域
や
地
域
の
集
団
特

性
を
可
視
化
し
、
そ
の
集
団

の
健
康
課
題
に
応
じ
た
効
果

的
な
対
策
を
行
い
や
す
く
す

る
こ
と
が
目
的
だ
。
ま
た
こ

の
計
画
は
、
健
診
デ
ー
タ
に

よ
る
被
保
険
者
個
々
へ
の
意

識
付
け
を
必
須
と
し
て
お

り
、
デ
ー
タ
を
も
っ
て
人
を

動
か
す
こ
と
が
狙
い
だ
。

　急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ

る
社
会
保
障
費
の
増
大
と
労

働
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
国

民
全
体
の
健
康
が
こ
れ
か
ら

の
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
国

と
し
て
の
健
康
経
営
に
、
本

格
的
に
乗
り
出
し
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　昨
年
、
健
康
経
営
を
社
会

的
に
評
価
す
る
仕
組
み
を
検

討
し
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え

た
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
創
設
さ
れ
た
研
究

ユ
ニ
ッ
ト
。
健
康
増
進
を
意

識
す
る
企
業
経
営
が
、
豊
か

で
創
造
的
で
生
産
性
が
高
い

社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
こ

と
を
発
信
す
る
。
本
稿
で
は

そ
の
お
三
方
に
お
話
を
伺
っ

た
。

　「
社
員
の
健
康
づ
く
り
に

必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
自
分

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
こ

れ
が
健
康
行
動
の
起
点
に
な

り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
同

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
助
教
の

古
井
祐
司
氏
。
「
例
え
ば
、

生
活
習
慣
病
な
ど
は
自
覚
が

な
い
し
、
リ
ス
ク
は
加
齢
に

伴
っ
て
増
し
て
き
ま
す
。
自

分
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
だ
と

合
併
症
が
起
こ
り
ま
す
よ
と

い
っ
た
リ
ス
ク
の
提
示
だ
け

で
な
く
、
40
代
男
性
の
中
で

あ
な
た
の
血
圧
は
こ
こ
で
す

よ
と
図
示
し
、
自
分
の
位
置

付
け
が
明
確
に
分
か
る
よ
う

提
示
す
る
。
こ
れ
に
は
デ
ー

タ
の
集
積
に
基
づ
く
情
報
の

〝
見
え
る
化
（
可
視
化
）
〞

が
必
要
で
す
」
と
、
デ
ー
タ

に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
の
重

要
性
を
提
唱
す
る
。

　「
全
国
的
な
デ
ー
タ
の
集

積
に
よ
っ
て
、
こ
の
集
団
で

は
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
醸

成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た

リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
背
景

は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
」
と
話
す
同
氏
は
、

健
診
デ
ー
タ
等
か
ら
企
業
や

個
人
に
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
提
供
す
る
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
代
表

取
締
役
会
長
も
務
め
る
。

「
例
え
ば
、
あ
る
美
容
院
で

は
、
従
業
員
の
健
診
デ
ー
タ

よ
り
、
や
せ
て
い
る
の
に
血

糖
値
が
全
国
の
同
年
代
に
比

較
し
て
高
い
と
い
う
集
団
特

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
多

く
の
従
業
員
が
朝

　「
健
康
経
営
は
、
超
少
子

高
齢
社
会
・
日
本
に
お
い

て
、
人
々
の
健
康
と
生
産
性

の
両
方
を
追
求
し
て
い
く
経

営
の
在
り
方
で
す
。
こ
れ
を

確
立
し
推
進
し
て
い
く
こ
と

は
、
今
後
の
日
本
の
経
済
発

展
の
鍵
を
握
る
、
最
大
の
政

策
課
題
の
一
つ
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」

と
語
る
の
は
、
東
京
大
学
政

策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

健
康
経
営
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
特

任
教
授
の
尾
形
裕
也
氏
。

　同
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
こ
う
し

た
超
少
子
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
人
は
ま
す
ま
す
貴
重
な

資
本
と
な
る
、
と
い
う
背
景

の
も
と
に
創
設
さ
れ
た
。
同

大
学
が
こ
う
し
た
ユ
ニ
ッ
ト

を
開
設
し
た
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
健
康
経
営
が
日
本
の
重

大
な
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
の
証
左

と
い
え
る
。

　そ
も
そ
も
健
康
経
営
は
、

１
９
９
０
年
代
に
経
営
学
者

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
提

唱
し
た
概
念
で
、
今
や
世
界

的
な
企
業
も
導
入
す
る
経
営

手
法
だ
。
人
々
が
企
業
に
お

い
て
働
く
時
間
は
、
一
日
の

中
で
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

会
社
は
個
人
に
と
っ
て
、
健

康
を
管
理
す
る
場
と
し
て
の

大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　端
的
な
例
は
、
職
場
環
境

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
、

生
活
習
慣
が
主
要
因
と
な
る

疾
病
の
発
症
は
、
40
〜
50
歳

代
の
、
主
に
企
業
を
支
え

る
働
き
盛
り
の
世
代
に
少
な

く
な
い
。
こ
の
二
つ
の
疾
患

は
、
日
本
人
の
死
因
の
お
よ

そ
３
割
を
占
め
る
大
き
な
も

の
だ
。
時
間
外
労
働
が
多
か

っ
た
り
、
自
身
で
仕
事
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
状
況

下
で
は
、
食
生
活
は
乱
れ
が

ち
に
な
り
、
自
分
の
時
間
が

減
る
こ
と
で
運
動
不
足
に
陥

り
や
す
く
、
ス
ト
レ
ス
も
増

す
。
生
活
習
慣
病
を
引
き
起

こ
す
リ
ス
ク
は
高
く
な
る
の

だ
。　生

活
習
慣
病
が
重
症
化

し
、
重
大
な
疾
病
が
発
症
し

た
場
合
、
入
院
や
長
期
治
療

が
必
要
と
な
り
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
企
業
に
も
大
き
な

影
響
が
出
る
（
表
１
）
。
脳

出
血
で
あ
れ
ば
、
一
人
当
た

り
の
年
間
医
療
費
は
１
７
７

万
円
、
入
院
日
数
は
約
46
日

と
な
り
、
後
遺
症
が
残
る
可

能
性
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
死

に
至
る
場
合
も
。
実
際
、
多

く
の
企
業
で
現
役
世
代
が
前

線
か
ら
消
え
て
い
く
現
実
が

あ
り
、
日
本
社
会
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
実
に
、
健

康
経
営
の
必
要
が
出
て
き
た

の
だ
。

　ま
た
疾
病
の
発
症
に
ま
で

は
至
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

出
勤
こ
そ
し
て
い
る
が
体
調

不
良
や
う
つ
状
態
で
能
力
が

十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い

状
態
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム
）
が
企
業
に
と
っ
て
の

大
き
な
損
失
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　「
図
１
に
掲
げ
ら
れ
た
パ

イ
は
、
ア
メ
リ
カ
商
工
会
議

所
お
よ
び
疾
病
予
防
連
盟
に

よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

さ
れ
た
概
念
図
で
、
ア
メ
リ

カ
の
あ
る
金
融
関
連
大
企
業

に
お
け
る
従
業
員
の
健
康
関

連
コ
ス
ト
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
見
る
と
直
接
費

用
で
あ
る
医
療
費
は
、
全
体

の
ご
く
一
部
を
占
め
て
い
る

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
部
分

は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ

ム
で
あ
り
、
わ
が
国
で
も
い

わ
ゆ
る
新
型
う
つ
を
含
む
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
は
じ
め
、

ア
レ
ル
ギ
ー
や
頭
痛
、
生
活

習
慣
病
等
に
よ
る
業
務
能
率

の
低
下
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
尾
形
氏
。
つ
ま

り
健
康
経
営
は
、
単
純
に
医

療
費
を
抑
制
す
る
た
め
だ
け

の
経
営
手
法
で
は
な
い
。

「
健
康
経
営
と
は
、
従
業
員

の
健
康
と
生
産
性
の
両
方
を

マ
ネ
ッ
ジ
し
て
い
こ
う
、
と

い
う
発
想
な
の
で
す
」
。

津
野
陽
子
特
任
助
教

古
井
祐
司
特
任
助
教

社
会
が
求
め
る

国
と
し
て
の
健
康
経
営

東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

健
康
経
営
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

尾
形
裕
也
特
任
教
授

表１　生活習慣病の重症化による医療費と入院日数

（
↖
）

Edington DW,Burton WN.Health and productivity.In McCunney,RJ:A Practical 
Approach to Occupational and Environmental Medicine.Philadelphia:Lippincott 
Williams & Wilkins.Third edition.2003:140-152
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食
を
と
ら
ず
、
昼
食

も
不
規
則
で
あ
る
た
め
に
清

涼
飲
料
水
の
摂
取
が
多
い
、

と
い
う
背
景
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
職
場

環
境
を
改
善
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
提
案
し
ま
し
た
」
。
こ
の

会
社
で
は
交
代
で
昼
食
を
と

る
シ
フ
ト
を
決
め
た
り
、
飲

料
の
自
動
販
売
機
の
中
身
を

お
茶
や
水
に
変
更
し
た
。
す

る
と
１
年
後
の
健
診
結
果
で

は
血
糖
値
は
全
国
の
同
年
代

の
水
準
ま
で
下
が
っ
た
と
い

う
。
ま
た
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
従
業
員
の
健
康
意
識
が
向

上
し
、
今
で
は
お
客
さ
ん
に

朝
食
の
大
切
さ
を
説
く
従
業

員
も
い
る
そ
う
だ
。

　今
年
、
社
員
の
健
康
づ
く

り
に
向
け
て
の
総
合
的
な
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
安
全

衛
生
に
関
わ
る
優
良
事
業

場
・
団
体
に
与
え
ら
れ
る
賞

「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
・
奨
励

賞
」を
受
賞
し
た
の
は
、日
用

品
・
化
粧
品
大
手
の
花
王
だ
。

　同
社
が
社
内
の
「
健
康
づ

く
り
事
業
」
を
始
め
た
の
は

２
０
０
０
年
。
事
業
所
に
よ

っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
健
診

項
目
や
判
定
基
準
を
全
社
で

統
一
し
た
。
03
年
に
は
す
で

に
健
診
結
果
・
問
診
結
果
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
始
め
て

お
り
、
09
年
か
ら
は
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
を
ス
タ

ー
ト
。
年
齢
、
性
別
、
事
業

所
な
ど
で
ど
の
よ
う
な
特
性

が
あ
る
の
か
を
分
析
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
「
花
王
グ
ル

ー
プ
健
康
白
書
」
を
発
行

し
、
社
員
の
健
康
課
題
の

〝
見
え
る
化
〞
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
所
の
安

全
衛
生
担
当
や
産
業
看
護
職

の
意
識
が
高
ま
り
、
効
果
的

な
施
策
の
立
案
と
実
践
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
同
社
は
日
本
政
策

投
資
銀
行
の
「
健
康
経
営
格

付
２
０
１
２
」
に
お
い
て
、

最
高
ラ
ン
ク
を
獲
得
。
こ
れ

は
、
企
業
に
よ
る
従
業
員
の

健
康
へ
の
取
り
組
み
を
評
価

し
、
そ
の
評
価
に
応
じ
て
融

資
条
件
を
設
定
す
る
と
い
う

世
界
初
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー

で
、
花
王
が
そ
の
第
１
号
と

な
っ
た
。
健
康
経
営
に
は
、

こ
う
し
た
実
質
的
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
も
導
入
さ
れ
始
め

て
い
る
。

　三
井
化
学
の
取
り
組
み
も

ユ
ニ
ー
ク
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
10

分
で
２
マ
イ
ル
、
１
日
１
万

歩
歩
い
て
３
マ
イ
ル
な
ど
、

社
員
は
運
動
に
よ
っ
て
「
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
を
獲
得
。

こ
の
獲
得
マ
イ
ル
を
社
内
で

競
い
合
う
。
た
ま
っ
た
マ
イ

ル
は
、
健
康
食
品
な
ど
と
交

　こ
う
し
た
大
規
模
な
取
り

組
み
に
、
な
か
な
か
踏
み
込

み
づ
ら
い
の
は
中
小
企
業

だ
。
だ
が
、
日
本
の
労
働
人

口
の
お
よ
そ
７
割
は
中
小
企

業
で
働
い
て
お
り
、
中
小
企

業
が
健
康
経
営
に
踏
み
出
す

意
義
は
大
き
い
。

　「
中
小
企
業
は
特
に
、
経

営
者
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な

り
ま
す
」
と
同
研
究
ユ
ニ
ッ

ト
特
任
助
教
の
津
野
陽
子

氏
。
「
中
小
企
業
で
健
康
経

営
を
実
践
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
ど
こ
も
社
長
さ
ん
が

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

て
、
朝
礼
な
ど
で
健
康
に
関

す
る
話
を
し
た
り
と
、
社
員

の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す

ね
」
。
実
際
、
先
述
の
花
王

や
三
井
化
学
も
、
社
員
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
、
企
業
と

し
て
の
正
式
な
宣
言
や
明
文

化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　こ
こ
に
新
し
い
動
き
も
出

て
き
て
い
る
。
中
小
企
業
の

被
保
険
者
や
そ
の
家
族
が
加

入
す
る
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
大
分
支

部
が
行
う
「
一
社
一
健
康
宣

言
」
の
展
開
だ
。
内
容
は
大

き
く
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
健
康

宣
言
を
行
う
」
こ
と
。
こ
れ

は
事
業
所
お
よ
び
被
保
険
者

に
、
ま
ず
は
健
康
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
、
３
つ
の
約
束
①
健
康

診
断
の
実
施
②
必
要
な
受
診

（
検
査
・
治
療
）
の
推
進
③

生
活
習
慣
改
善
の
応
援
―

を
、
企
業
と
被
保
険
者
の
間

で
共
有
す
る
。
実
際
に
「
健

康
宣
言
書
」
を
作
り
、
代
表

取
締
役
の
署
名
・
捺
印
を
も

っ
て
、
自
社
が
健
康
を
大
切

に
す
る
企
業
で
あ
る
と
宣
言

を
し
て
も
ら
う
の
だ
。
経
営

者
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

は
な
く
、
企
業
側
と
被
保
険

者
側
、
二
者
間
の
約
束
事
と

設
定
し
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

　も
う
一
つ
は
「
健
康
づ
く

り
を
行
う
」
こ
と
。
協
会
け

ん
ぽ
の
加
入
事
業
所
は
、
被

保
険
者
数
10
人
未
満
の
企
業

が
中
心
で
あ
り
、
企
業
独
自

で
は
な
か
な
か
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
人
材
や
費
用
を
確

保
で
き
な
い
場
合
が
多
い
と

い
う
。
そ
こ
で
、
大
分
支
部

が
行
っ
て
い
る
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
含
む
保
健

事
業
を
改
め
て
推
進
し
、
さ

ら
に
は
健
診
結
果
の
蓄
積
さ

換
で
き
る
と
い
う
ご
褒
美
も

あ
る
。
こ
れ
は
チ
ー
ム
戦
で

行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
が
獲
得

マ
イ
ル
の
平
均
値
を
競
い
合

う
。
こ
う
し
た
ゲ
ー
ム
性

が
、
長
続
き
の
秘
訣
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
こ
れ

は
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
効

果
を
も
た
ら
し
た
。

　金
融
面
で
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
な
ど
、
健
康
経

営
に
は
「
健
康
」
以
外
の
副

産
物
も
あ
る
よ
う
だ
。

こ
と
も
あ
る
。
東
京
商
工
会

議
所
は
３
月
、
「
健
康
経
営

の
す
す
め
」
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
。
こ
こ

に
は
自
社
の
段
階
に
応
じ

て
、
ど
の
よ
う
に
健
康
経
営

に
取
り
組
め
ば
い
い
か
が
分

か
り
や
す
く
チ
ャ
ー
ト
で
示

さ
れ
て
い
る
（
図
２
）
。

れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
オ

ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
く
。

　大
分
支
部
が
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
行
い
始
め
た
背
景

に
は
、
昨
年
度
に
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ

て
、
事
業
主
・
被
保
険
者
と

も
に
「
健
康
づ
く
り
へ
の
理

解
・
関
心
が
極
め
て
低
い
」

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点

に
あ
る
と
い
う
。

　古
井
氏
に
よ
れ
ば
、
「
中

小
企
業
に
お
い
て
健
康
経
営

は
ま
だ
ま
だ
ベ
ー
ス
の
と
こ

ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
な

い
」
。
一
方
で
、
こ
う
し
た

医
療
保
険
者
な
ど
に
よ
る
取

り
組
み
と
企
業
が
一
体
と
な

り
、
大
き
な
流
れ
の
中
で
健

康
経
営
が
進
ん
で
い
く
。
こ

う
し
た
機
運
が
徐
々
に
高
ま

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
だ
。

　も
ち
ろ
ん
、
企
業
が
独
自

に
、
明
日
か
ら
始
め
ら
れ
る

　一
方
、
自
治
体
の
動
き
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
自
営
業
者

や
退
職
者
な
ど
に
ど
の
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
け
ば
い
い

の
か
。

　こ
れ
に
は
兵
庫
県
尼
崎
市

で
の
先
駆
的
な
事
例
が
あ

る
。
同
市
で
は
05
年
に
、
１

年
か
け
て
市
民
の
健
診
デ
ー

タ
を
解
析
し
た
。
す
る
と
同

市
は
、
県
下
一
平
均
寿
命
が

短
く
、
65
歳
未
満
で
亡
く
な

る
男
性
の
割
合
も
ト
ッ
プ
だ

と
判
明
。
ま
た
高
齢
者
医
療

費
も
県
下
一
だ
っ
た
。

　そ
こ
で
行
っ
た
の
は
、
健

診
受
診
率
向
上
の
事
業
戦

略
。
併
せ
て
、
デ
ー
タ
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
を
市
民
に
周

知
さ
せ
る
た
め
、
商
店
街
や

寺
社
の
集
ま
り
に
積
極
的
に

入
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た

地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
、

同
市
で
は
生
活
習
慣
病
に
よ

る
入
院
の
件
数
が
減
少
、
医

療
費
が
07
年
５
月
と
08
年
５

月
を
比
べ
る
と
１
カ
月
に
お

よ
そ
１
億
２
０
０
０
万
円
減

り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

も
下
が
っ
た
と
い
う
。
今
ま

さ
に
日
本
が
行
お
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
、
す
で
に
実
践

さ
れ
て
い
る
。

　だ
が
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ

る
。
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

患
者
や
要
介
護
者
の
増
加
を

鑑
み
る
と
、
退
職
後
の
健
康

管
理
や
地
域
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

が
増
す
。
だ
か
ら
こ
そ
自
治

体
で
の
積
極
的
な
取
り
組
み

は
、
こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る

ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

　個
人
の
健
康
は
、
企
業
や

地
域
の
健
康
と
な
り
、
や
が

て
そ
れ
は
、
日
本
の
健
康
と

な
る
。
日
本
の
健
康
と
は
、

つ
ま
り
未
来
の
日
本
全
体
の

活
性
化
だ
。
こ
れ
が
健
康
経

営
の
終
着
地
点
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
「
健
康
は
富

に
優
る
」
で
は
な
く
「
健
康

は
富
を
生
む
」
の
だ
。

（
文
責
・
編
集
部
）

自
治
体
は
…
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健診結果をもとに社員の健康状況を把握
しましょう

STEP1

社員の健康づくりの重要性について社長
と人事総務担当で話し合いましょう

STEP2

社員への情報の伝え方を人事総務担当と
相談し、メッセージを発信しましょう

STEP3

社員の健診結果で気になる病気のリスク
を確認しましょう

STEP4

リスクを醸成している社内環境を洗い出し、
健康づくり案を社員と出し合いましょう

STEP5

社員の健康づくりの参加・実施状況を把
握しましょう

STEP7

健康づくりの効果を検証し、社員ととも
に改善策を検討しましょう

STEP8

社員の中に旗振り役を見つけて、健康づ
くりを始めてみましょう

STEP6

社員とコミュニケーションをとりながら、
自社にあった健康づくりを継続していきましょう!!
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健康経営セミナー

（
↙
）

花王本社ビルの階段には、昇降時の消費カロリ
ーが表示されている。健康に関するさまざまな
取り組みを行う花王だが、まずはこういった、
日常の意識から改善を始められることに気付か
される。エレベーターやエスカレーターを使わ
ずに階段を使うというのは、誰にでもできるシ
ンプルで効果的な健康法だ。

企
業
の
取
り
組
み

中
小
企
業
は
…

　各種セミナーの開催にも、健康経営がいかに社会
的な関心を集めているかが見える。
　６月20日には、千代田区・御茶ノ水ソラシティ
で「専門職を活用した戦略的な健康経営の推進」セ
ミナー（共催：東京大学政策ビジョン研究センター
健康経営研究ユニット・花王㈱Q-STATION）が開
催された。
　講演者は尾形裕也氏をはじめ、厚生労働省健康局
がん対策・健康増進課保健指導室長（当時）・尾田進
氏、三井化学株式会社本社健康管理室長・土肥誠太
郎氏など、企業・行政・政策提言者・産業医の立場
から、それぞれの現状や課題、重要性が語られた。
　参加者は約250人。その半数は保健師などの専門
職、半数は人事総務担当などの事務職で、経営サイ
ドからも保健実務者サイドからも関心が高いことが
うかがえた。

図２　健康経営チェックシート
（出典：東京商工会議所「健康経営のすすめ」より一部抜粋）

個人の健康か個人の健康か


